










修理
  ・
補修

水まわり

カギ

ガラス（窓）

電気

ガス

住宅トラブル
緊急かけつけ
サービス

火災保険の
損害査定

エキスパート

緊急で無料
応急処置

有資格者対応
メーカー対応

火災保険
補償の可能性あり

保険金請求まで
フルサポート！！

エキスパートが
当社へ見積り
依頼まで対応

当社で ご負担なく

修理
  ・
補修

お客様  自己負担で

火災保険
補償の可能性なし

別途、補修や
修理等が必要

応急処置の範囲内
で解決 済

応急処置の範囲内
で解決 済

電気、ガスに関しては基本的に有資格者・メーカー対応となります。また対応時間については日中での
対応となります。予めご了承ください。またメーカー保証については保証書等、保証内容をご確認ください。

速やかに
分析・判定

緊急かけつけサービスは 5つの項目のみとなり、
建具調整等は承っておりません。

地域・状況により即日対応できかねる場合がございます。
予めご了承の上、ご利用ください。

済

緊急かけつけ「５つの項目」なら…

火災等の事故トラブルは
一度ご相談ください。

エキスパートから連絡
またはお客様からご相談

『かけつけ』×『エキスパート』『かけつけ』×『エキスパート』

『かけつけ』×『エキスパート』が住まいを守る。
トラブル発生時は、下のトラブル時の流れをご参考ください。
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1110

火災保険の補償に限らず、その他保証等でも、トラブルの内容を報

告する必要があります。住まいに事故・損害が発生した際にはデジ

タルカメラ・スマートフォン等で結構ですので、トラブル箇所の写真

を撮っておくことをオススメいたします！

ポイント
住まいの事故・損害は
記録に残しましょう。

※当社のご推薦する保険代理店のエキスパートが対応いたします。ご推薦する保険代理店以外の保険会社等でご加入の場合、保険金請求ま
でサポートができない場合がございます。
※エキスパートは、すべての案件に対しご連絡するわけではございません。あくまで補償対象の可能性が高いものに限ります。
※エキスパートがご連絡させていただいた案件すべてが火災保険で補償されるわけではございません。予めご了承ください。
※エキスパートがご連絡しない場合でも、火災保険が適用できる住まいの損害も多くございます。住まいに損害が発生した場合はご相談いた
だけますようお願いいたします。



医 療 案 内 ダ イ ヤ ル医 療 案 内 ダ イ ヤ ル

24時間
365日
受付・対応

医 療 案 内
ダ イ ヤ ル

※一部24時間365日対応でない
ものや要予約あり

おからだの「もしも」のときに、医師または看護
師等が無料で医療相談にお応えいたします。
突然の病気やケガなど緊急時の対処方法、休日

や深夜の病院・診療所などのご案内、健康相談

など、24時間365日受付しお客様をサポートい
たします。

※画像はあくまでイメージです。

「もしも」のときは頼れる医療アドバイザーにおまかせ。

緊急医療
・

一般健康相談
医療機関案内 予約制専門医相談

メンタルヘルス
相談

24時間
365日

24時間
365日

事前
予約

事前
予約

予約制専門医
がん相談

事前
予約

一般的な介護
（看護を含む）
情報提供

24時間
365日

一部
事前予約

お薬相談

24時間
365日

一部
事前予約

育児・栄養相談

24時間
365日

一部
事前予約

※ご連絡いただいた際、氏名、電話番号などを確認させていただく場合がございます。　※サービス内容は予告なく変更・中止となる場合がございます。
※予期せぬ状況により、サービスの一部、またはサービスのご提供を終了する場合がございます。
※本サービスのご提供にあたり取得した情報は、希死念慮者等の緊急対応を含め、一切開示することはできません。
※本サービスのご提供については、診療の代替ではなく、あくまで情報提供、助言に限定されており、効果を保障するものではありません。
　また、情報提供・助言については、日本国内の法律（医療法・医師法）に基づく対応となります。（対応についても日本国内でのご相談のみとなります）

※予約が必要なサービス等については、ご相談対応時間は
　24時間365日の対応ではございません。予めご理解の上、ご利用ください。

緊急医療・一般健康相談サービス

医療機関案内サービス

救命救急センターに勤務する「現役の救急専門医」が24時間365

日常駐のもと、5年以上の臨床経験を有した看護師等が、突然の発

病やケガから、日常のお体のお悩みについてお応えいたします。

『夜間や休日の緊急医療機関』『出張先や旅先での医療機関』など、全国

４５万件以上の情報からご要望に合う医療機関をご紹介いたします。

毎月更新される豊富なデータベースから最寄りの

病院を即座に検索し、医療機関の所在地・道順・

受付時間などの詳細情報をご提供します。

救急の専門的な知識と経験により、会員様の状態を速やか

に把握し緊急度を判断した上で、アドバイスいたします。

【専門の救急医について】
「救急治療」および「救命治療」に高い専門性を持ち、主に救命救急センターなどの救急医療機関の第一線で活躍している医師をいいます。
　救急医は全国で約3000名登録されており、その数少ない救急医を24時間365日常駐可能にした唯一のサービスです。

【ご相談症状例】

発熱・頭痛などの体の異変

薬剤・健康増進・メンタルヘルス

ケガ 検査

手術 予防接種

中毒やけど 熱中症 耳鳴り

育児・発育・発達 など

こんな時はお電話ください。例えば…

・旅行中に急に体調を崩した。ここから一番近い病院は？
・夜中に子供が高熱を出した。すぐに受診出来る病院はどこ？
・婦人科のがん検診に行きたいが女医が担当している病院は？ など

【案内サービスについて】
本サービスは、会員様よりお電話でいただいた情報をもとに適切と思われる医療機関の候補をご案内するものであり、予約代行などのサ
ービスはおこなっておりません。

24時間
365日

24時間
365日
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サ ポ ー ト 期 間 ： 1 0 年 間
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手術後の体調不良について

子供の熱が下がらない

【問い合わせ内容】…相談者▶30代女性（娘）

【回答】

69歳の父のことですが1週間前に、大腸内視鏡検査でポリープがみつかり切除しました。昨夜お
腹が張り、痛くなり、黒色の便が出てトイレに何回か行きました。その後、倒れて起き上がれなく
なり、冷や汗も出て手も動かなくなりました。今日もお腹や背中の痛みを訴え、立ち上がることが
できない状態です。昨日からの体調不良は大腸ポリープ手術のせいでしょうか？病院に連れて行
くとしたら何科に行けばいいですか？数ヶ月前からフラついて倒れる症状はありましたが…

昨日の腹痛は、ポリープを取った後のかさぶたが取れて、そこから出血し、貧血を起こしたことなどが考えられます。「手が動かない」という
ことですが、それが麻痺して動かないということであれば、早急に脳神経外科の受診をしてください。麻痺がなく、腰痛ということであれば、
ポリープを検査した病院に連絡を取り、至急受診してください。数ヶ月続いているフラつきの原因は、自律神経失調症、血圧の変化、低血糖
など様々なことが考えられます。それよりもまずは、今の症状を優先して受診先を決め、その時、フラつきの問題も併せてご相談されること
をお勧めします。

【問い合わせ内容】…相談者▶30代女性（母親）

2歳8ヶ月の男の子のこと。一昨日から発熱し、一旦下がったが昨日の夕方に39度を超えたので小
児科を受診した。インフルエンザ、溶連菌とも陰性で風邪との診断で特別な薬の処方はなかった。
先ほど家にあった座薬を入れても熱が40度から下がらない。食べたり、飲んだりはできているけど
今日も受診した方がいいだろうか？

【回答】
高熱ですと、すぐには座薬が効いてくるとは限りませんので、熱も極端に下がったりはしません。おむつの交換時間からすると、尿の
出が少なめなのが心配です。お茶でもジュースでも構いませんので、本人が飲みたがるものを与えてください。今のところ、飲食はあ
る程度でき、機嫌はさほど悪くないようですが、高熱が出ていること、脱水の兆候がみられることから、本日中の再受診をお勧めしま
す。クーリングの方法などホームケアのアドバイスとお近くの休日診療所をこの後ご案内致します。

突然の胸の痛みについて

【問い合わせ内容】…相談者▶40代男性（ご本人）

【回答】

最近、死ぬかと思うほど胸に酷い痛みが起こり、しばらくして治まったが、夜中だったので不安で救急
の病院を受診した。救急外来で簡単な検査をしたが、「特に問題なし」として自力で帰宅した。その時
医師から、「一度専門の病院にかかった方がいい」と、言われたので、受診したいと思う。どんな診療
科に行けばいいのか？胸の痛みはどこから来るものだろうか？

胸の痛みの原因となるものは、いろいろ考えられますが、まずは疾患があると命に係るものから原因を探る必要があります。救急外来の
医師は、どの専門科との指摘はなかったとのことですが、死ぬほどの胸の痛みであれば、心臓の問題を第一に疑うことが必要です。検査
で心臓の問題ではなさそうということであれば、次に胃の問題、それも問題なしということであれば、肋間神経痛などを疑い、それらもク
リアとなればメンタル、という具合に順番に考えてみてください。心臓を診てもらう場合は循環器科です。循環器科を標榜しているお近く
の病院をご案内しますので、初診で診てもらえるか等を、受診前に電話で確認してください。

【問い合わせ内容】…相談者▶母親

子供が先ほど、階段の13段目から落ちて、目と鼻の間が腫れています。今は泣き止み

いつもと同じ状態ですが、頭も打っているはずなので心配です。大きな病院に10件く

らい電話したが深夜なので全部断られました。どうしたら良いのでしょうか？

【問い合わせ内容】…相談者▶60代後半女性（ご本人）

【回答】

10年前に発見された脳動脈瘤がだんだん大きくなってきて、脳外科の主治医から「そ
ろそろ手術をしましょう」と言われています。手術の方法として、開頭して患部をクリ
ップで留める方法と造影剤を使ってのカテーテルによるコイル方式を提案されていま
す。心臓と腎臓の持病があり、どちらを選択すればよいか迷っています。心臓につい
ては、心臓肥大と不整脈の指摘があるため、定期的に色々な検査をやっていますが、
血液検査（BNP）の値が高いので、開頭手術に耐えられるか心配です。腎臓は、自覚
症状はないのですが、クレアチニンの値が高いとの指摘があります。心臓と腎臓に問
題を抱えている中、どちらの手術方法がいいでしょうか？

ご心配の血液検査（BNP)の値は基準値の１０倍くらいですが、その程度の値では、通常、心臓の機能が特別落ちているとは考えませんし、
心機能の働きを一番よく確認できる心臓のエコー検査でも医師から特別な指摘がないことからも、心臓を理由に開頭手術ができないとい
うことにはならないと考えます。また、クレアチニンの値も基準値からはずれていますが加齢に伴う数値の範囲内で、カテーテル手術の妨
げになるようなものではないと思います。動脈瘤の大きさ、部位、形状などによっても、どちらの手術方式が適しているかということもあり
ますので、その点も担当医から詳しく説明をお聞になったうえで、最終的には、ご本人が納得してお決めになられることだと思います。

医療案内ダイヤル  ご相談事例

子供のケガの対処について

脳動脈瘤の手術相談について

【回答】
ご心配でしょうが、頭の打撲を診る脳神経外科では夜間や、いつもと変わらない状態ですと、精密検査等をしてくれませんので、受け入

れは難しいでしょう。腫れているところは、濡れタオルや保冷剤などで冷やしてあげてください。顔つきがおかしくなったり、吐いたり、元

気がなくなってこないかが観察ポイントです。万一様子がおかしくなったら救急車を呼んでください。48時間たっても変わりがなければ、

普通の生活をしても大丈夫ですが、気をつけて観察して見守ってください。

1

3

4

5

2

救急の専門的な知識と経験が豊富な

医療スタッフが無料でアドバイスいたします。

当サービス会員様

相談無料
の安心対応
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ケガの補償と
個人賠償責任補償

保 険 加 入 期 間 ： 1 年 × 1 0 年 間

ケ ガ の 補 償 と 個 人 賠 償 責 任 補 償ケ ガ の 補 償 と 個 人 賠 償 責 任 補 償

個人賠償
最大3億円
まで補償

※加入期間が1年間の保険をサービス加入年数分お付けする付帯サービスとなります。そのためサービス全体の加入期間の途中で
　補償内容が変わる可能性や、やむをえない理由によりサービス加入年数全てにご提供できない場合がございます。予めご了承ください。

日常生活における国内外で発生した『法律上の損害賠償

責任』からご家族みんなを補償サポートいたします。

また、突然の交通事故により、加入者ご本人様に後遺障

害が生じた際や、死亡された際、ケガの補償として最大

100万円の保険金をお支払いいたします。

最高

3億円
補償

会員様
死亡時

100万円
補償

示談交渉
サービス

※加入日などの詳細については、サービス申込後にメールで送られ
る『被保険者カード』でご確認ください。

※保険期間中であっても、本サービス自体を途中退会された場合
は本保険も解約となりますのでご注意ください。

個人賠償責任補償の対象となる方の範囲

※1：傷害補償の対象となる方は会員ご本人様のみとなります。※2：親族とは会員ご本人様または配偶者様の6親等内の血族
または3親等内の姻族をいいます。※3：未婚とは婚姻歴がない方のことをいいます。婚姻歴がある方は対象外となります。※4
：監督義務者に代わって責任無能力者を監督する者の条件として、責任無能力者の親族に限ります。

①ご加入者様 本人

③父・母 父・母

②配偶者

③次男 ④長女 長男

同居

大学生・別居（未婚） 社会人・別居（既婚）

別居

高校生・同居（未婚）

補 償 対 象 補 償 対 象 外
【補償の対象（被保険者）】 
①会員ご本人様（※1）
②会員ご本人様の配偶者様 
③会員ご本人様または配偶者様と同居の親族（※2）
④会員ご本人様または配偶者様と別居の未婚（※3）
のお子様
⑤ ①から④までのいずれかに該当する方が責任無能
力者である場合は、その方の親権者、その他の法定の
監督義務者および監督義務者に代わって責任無能力
者を監督する者（※4）。ただし、その責任無能力者に
関する事故に限ります。

事故の補償対象例

後遺障害・死亡補償あり（加入者様本人のみ）

＜実際に負担した次の費用もあわせてお支払いします＞

損害防止費用 権利保全行使費用 緊急措置費用

示談交渉費用 争訟費用

突然の交通事故により、ご加入者様に後遺障害が生じた際や
死亡された際、保険金をお支払いいたします。

ご加入者様の身に万が一があった際にも補償サポートいたします。

自転車で走行中、歩行者に
ぶつかりケガをさせた。

友人宅にて子供たちが遊んで
いるうちにテレビにぶつかって
倒し、壊してしまった。

ゴルフプレイ中、打った
球が一緒にラウンドして
いた友人に当たってしま
い、友人にケガをさせて
しまった。

通勤途中、駅の階段で足
を滑らせて転び他人を巻
き込んでケガをさせた。

自宅ベランダから物を落として
しまい、駐車中の他人の車にキ
ズをつけた。

水漏れを起こし、階下の住人の
家電製品などに損害を与えてし
まった。

子供同士で遊んでいて相
手にケガをさせた。

お店の商品を誤って壊
してしまった。
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賠償事例 賠償のプロによる示談交渉サービス

ケガの補償と個人賠償責任補償の重要事項

男子小学生（11歳）が夜間、帰宅途中に自転車で走行中、歩道と車道の区別のない道路にお
いて歩行中の女性（62歳）と正面衝突しました。女性は頭蓋骨骨折などの傷害を負い意識が
戻らない状態となってしまいました。

被害者に後遺障害が残った場合などには、加害者の年齢には関係なく賠償額が跳ね上がり、小
学生でも加害者になってしまえば高額の賠償が求められることを知らしめる判決となりました。

小学生の自転車事故で9,521万円 神戸 2008年9月事故事例1

一般的には「ルール違反」とみなされる行為を指摘され、賠償額が数千万円あがるケースが多く
みられます。スピードの出しすぎ・無灯火・信号無視・携帯電話の操作中の運転など個人賠償保険
に入っていたとしても、必ず、ルールは守るようにしましょう。

徘徊症状のある男性（91歳）が電車にはねられ死亡した事故をめぐり、鉄道会社が男性遺族
に損害賠償を求めた訴訟がありました。死亡した男性は「要介護4」、介護にあたっていた妻
自身（85歳）も「要介護1」を認定されていました。

判決は妻に360万円の支払いを命じ、鉄道会社側は長男にも360万円の賠償を求めており現
在も最高裁で争われています。

認知症事故訴訟で720万円事例2 名古屋 2007年12月事故

責任能力がない人が起こした不法行為に、親族の監督義務がどこまで及ぶのかについて、訴訟
では争点となっています。また年間1万人近くの人が認知症で行方不明となっており、同様の事
故が実はすぐ近くでも起こる可能性があるという認識も必要ですね。

※2016年1月現在

２００４年、愛媛県今治市で小学生が校庭から蹴ったボールが校庭の外に出てしまい
バイクに乗った８０代の男性がボールを避けようとして転倒。転倒した男性が１年半後
に死亡するという事故がありました。２００７年、遺族が約５，０００万円の賠償を求め
て提訴し、二審の大阪高裁は約１，１８０万円の賠償を命じました。最高裁は、２０１５
年４月９日直接監督下にないこの行動について、親は予想できない事故にまで賠償責
任はないとの判断を示し、大阪高裁の二審判決を破棄しました。

小学生が校庭から蹴ったボールで提訴事例3 最高裁 2015年4月判決

今までは子供の事故は親に無制限責任があり、親は心配がありました。今回のケースは親の責任
を限定する判決がでました。ではどの事故からは責任ではないのか？裁判にならなければ、それ
はわかりません。同様のケースでも、もちろん賠償を命じられることはあるので注意が必要です。

日本国内において発生した、補償対象となる賠償事故について被保険者のお申
出があり、かつ被保険者の同意が得られれば、引受保険会社が原則として被保
険者のために示談交渉をお引受けいたします。この場合保険会社の選任した弁
護士が相手の方との交渉にあたることがあります。また、賠償事故で補償が支
払われる場合、被害者が補償相当の損害賠償額を保険会社へ直接請求すること
もできます。

【注意事項】
次の場合には、引受保険会社は相手の方との示談交渉を行うことができませんので、ご注意くだ
さい。なお、その場合でも、相手の方との示談交渉などの円満な解決に向けたご相談に応じます。

・1回の事故につき、被保険者が負担する法律上の損害賠償責任の額が定める保険金額を明らかに超える場合
・相手の方が保険会社との交渉に同意されない場合
・相手の方との交渉に際し、正当な理由なく被保険者が保険会社への協力を拒んだ場合
・賠償事故について被保険者に対する損害賠償請求に関する訴訟が日本国外の裁判所に提起された場合

＜保険金をお支払いする場合に該当したときの引受保険会社へのご連絡＞
保険金をお支払いする場合に該当したときは、取扱代理店または引受保険会社までご連絡ください。保険金請求の手続につきまして詳しく
ご案内いたします。なお、保険金をお支払いする場合に該当した日から３０日以内にご連絡がない場合もしくは知っている事実を告げなか
った場合、または事実と異なることを告げた場合は、引受保険会社はそれによって被った損害の額を差し引いて保険金をお支払いすること
があります。

【保険金請求について】

この保険契約に関する個人情報について、引受保険会社が次の取扱いを行うことに同意のうえお申し込みください。
【個人情報の取扱いについて】
この保険契約に関する個人情報は、当社がこの保険引受の審査および履行のために利用するほか、引受保険会社およびＭＳ＆ＡＤインシュ
アランスグループのそれぞれの会社が、この保険契約以外の商品・サービスのご案内・ご提供や保険引受の審査および保険契約の履行のため
に利用したり、提携先・委託先等の商品・サービスのご案内のために利用することがあります。

①引受保険会社および引受保険会社のグループ会社の商品・サービス等の例
　損害保険・生命保険商品、投資信託・ローン等の金融商品、リスクマネジメントサービス
②提携先等の商品・サービスのご案内の例
　自動車購入・車検の斡旋
　上記の商品やサービスには変更や追加が生じることがあります。

ただし、保健医療等の特別な非公開情報（センシティブ情報）の利用目的は、保険業法施行規則に従い、業務の適切な運営の確保その他必
要と認められる範囲に限定します。
また、この保険契約に関する個人情報の利用目的の達成に必要な範囲内で、業務委託先（保険代理店を含む）、保険仲立人、医療機関、保険
金の請求・支払いに関する関係先等に提供することがあります。

○契約等の情報交換について
引受保険会社は、この保険契約に関する個人情報について、保険契約の締結ならびに保険金支払いの健全な運営のため、一般社団法人 日
本損害保険協会、損害保険料率算出機構、損害保険会社等の間で、登録または交換を実施することがあります。

○再保険について
引受保険会社は、この保険契約に関する個人情報を、再保険契約の締結、再保険契約に基づく通知・報告、再保険金の請求等のために、再
保険引受会社等に提供することがあります。

【個人情報について】
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※印を付した用語については、「※印の
　用語のご説明」をご覧ください。

※印を付した用語については、「※印の
　用語のご説明」をご覧ください。

傷
害
保
険
金

保険金の種類 保険金をお支払いする場合 保険金のお支払額

傷害後遺障害
保険金

個人賠償責任
保 険 金

傷 害 死亡
保 険 金

☆傷害補償
（標準型）特約

☆傷害補償
（標準型）特約

☆個人賠償責任
危険補償特約

保険期間中の事故によるケガ※のため、事故の発

生の日からその日を含めて１８０日以内に死亡さ

れた場合

保険期間中の事故によるケガ※のため、事故の発

生の日からその日を含めて１８０日以内に後遺障

害※が生じた場合

保険期間中の次の偶然な事故により、他人の生命

または身体を害したり、他人の物を壊したりして、

法律上の損害賠償責任を負われた場合

①　本人の居住の用に供される住宅（＊）の所有、使
用または管理に起因する偶然な事故
②　被保険者の日常生活に起因する偶然な事故

傷害死亡・後遺障害保険金額の全額を傷害死亡保

険金受取人（定めなかった場合は被保険者の法定

相続人）にお支払いします。

後遺障害※の程度に応じて、傷害死亡・後遺障害

保険金額の１００％～４％をお支払いします。

損害賠償請求権者に対して負担する法律上の賠

償責任の額（判決による遅延損害金を含みます。）

および訴訟費用（＊）等をお支払いします。

（注）既にお支払いした傷害後遺障害保険金がある場合は、傷
害死亡・後遺障害保険金額から既にお支払いした金額を差し引い
た残額となります。

（注１）政府労災保険に準じた等級区分ごとに定められた保険金支払割合で、

傷害後遺障害保険金をお支払いします。

（注２）被保険者が事故の発生の日からその日を含めて１８０日を超えてなお

治療※を要する状態にある場合は、引受保険会社は、事故の発生の日からその

日を含めて１８１日目における医師※の診断に基づき後遺障害の程度を認定し

て、傷害後遺障害保険金をお支払いします。

（注３）同一の部位に後遺障害を加重された場合は、既にあった後遺障害に対

する保険金支払割合を控除して、保険金をお支払いします。

（注４）既にお支払いした傷害後遺障害保険金がある場合は、傷害死亡・後遺

障害保険金額から既にお支払いした金額を差し引いた残額が限度となります。

また保険期間を通じてお支払いする傷害後遺障害保険金は、傷害死亡・後遺

障害保険金額が限度となります。

（＊）引受保険会社の書面による同意が必要となります。

（注１）法律上の損害賠償責任の額のお支払額は、１回の事故につき、個人賠

償責任保険金額が限度となります。

（注２）損害賠償金額等の決定については、あらかじめ引受保険会社の承認を

必要とします。

（注３）日本国内において発生した事故については、被保険者のお申出により

示談交渉をお引受します。ただし、損害賠償請求権者が同意されない場合、被

保険者が負担する法律上の損害賠償責任の額が個人賠償責任保険金額を明

らかに超える場合、正当な理由なく被保険者が協力を拒んだ場合、損害賠償

請求に関する訴訟が日本国外の裁判所に提起された場合には示談交渉を行う

ことができませんのでご注意ください。

（注４）補償内容が同様の保険契約（異なる保険種類の特約や引受保険会社

以外の保険契約を含みます。）が他にある場合、補償の重複が生じることがあ

ります。補償内容の差異や保険金額、加入の要否をご確認ください。

（＊）敷地内の動産および不動産を含みます。

（注）被保険者の範囲は、本人、配偶者※、同居の親族および別居の未

婚※の子となります。なお、これらの方が責任無能力者である場合は、親

権者・法定監督義務者・監督義務者に代わって責任無能力者を監督する

方（責任無能力者の６親等内の血族、配偶者および３親等内の姻族に限

ります。）を被保険者とします。「同居の親族」とは、本人またはその配偶

者と同居の、本人またはその配偶者の６親等内の血族および３親等内の姻

族をいいます。「別居の未婚の子」とは、本人またはその配偶者と別居の、

本人またはその配偶者の未婚の子をいいます。

保険金の種類 保険金をお支払いしない主な場合

傷害死亡保険金
傷害後遺障害保険金

個人賠償責任
保 険 金

●保険契約者、被保険者または保険金を受け取るべき方の故意または重大な過失によるケガ※
●自殺行為、犯罪行為または闘争行為によるケガ
●自動車等※の無資格運転、酒気帯び運転※または麻薬等を使用しての運転中のケガ
●脳疾患、病気または心神喪失によるケガ
●妊娠、出産、早産または流産によるケガ
●外科的手術その他の医療処置によるケガ（ただし、引受保険会社が保険金を支払うべきケガの治療※によるもの
である場合には、保険金をお支払いします。）
●戦争、その他の変乱※、暴動によるケガ（テロ行為によるケガは、条件付戦争危険等免責に関する一部修正特約
により、保険金の支払対象となります。）
●地震もしくは噴火またはこれらを原因とする津波によるケガ
●核燃料物質等の放射性・爆発性等によるケガ
●原因がいかなるときでも、頸（けい）部症候群※、腰痛その他の症状を訴えている場合に、それを裏付けるに足り
る医学的他覚所見※のないもの
●入浴中の溺水※（ただし、引受保険会社が保険金を支払うべきケガによって生じた場合には、保険金をお支払い
します。）
●原因がいかなるときでも、誤嚥（えん）※によって生じた肺炎

（注）細菌性食中毒およびウイルス性食中毒は、補償の対象にはなりません。

●交通乗用具※を用いて競技等※をしている間のケガ
●職務として交通乗用具への荷物、貨物等の積込み作業、積卸し作業または交通乗用具上での整理作業中のケガ、
および交通乗用具の修理、点検、整備または清掃作業中のケガ
●職務または実習のための船舶搭乗中のケガ
●グライダー、飛行船、超軽量動力機、ジャイロプレーンに搭乗中のケガ
●航空運送事業者が路線を定めて運行する航空機以外の航空機を操縦している間またはその航空機に職務として
搭乗している間のケガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●保険契約者または被保険者の故意による損害
●被保険者の業務遂行に直接起因する損害賠償責任（仕事上の損害賠償責任）
●他人から借りたり預かったりした物を壊したことによる損害賠償責任
●被保険者と同居する親族※に対する損害賠償責任
●被保険者の使用人（家事使用人を除きます。）が業務従事中に被った身体の障害に起因する損害賠償責任
●第三者との損害賠償に関する約定によって加重された損害賠償責任
●心神喪失に起因する損害賠償責任
●被保険者または被保険者の指図による暴行、殴打による損害賠償責任
●自動車等※の車両（ゴルフ場敷地内におけるゴルフカートを除きます。）、船舶、航空機、銃器、業務のために使
用する動産または不動産の所有、使用または管理に起因する損害賠償責任
●戦争、その他の変乱※、暴動による損害
●地震もしくは噴火またはこれらを原因とする津波による損害
●核燃料物質等の放射性・爆発性等による損害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●この保険には交通事故危険のみ補償特約がセットされていますので、次に掲げる事故等によるケガ※に限り、傷害保険金をお支払いします。
①　運行中の交通乗用具※との衝突、接触等の交通事故（＊）
②　運行中の交通乗用具の衝突、接触、火災、爆発等の交通事故（＊）
③　運行中の交通乗用具の正規の搭乗装置またはその装置のある室内に搭乗中の急激かつ偶然な外来の事故（異常かつ危険な方法で搭乗している場合は対象になりません。）
④　乗客として交通乗用具の改札口を入ってから改札口を出るまでの間の急激かつ偶然な外来の事故
⑤　道路通行中の、工作用自動車との衝突、接触等または工作用自動車の衝突、接触、火災、爆発等の事故（＊）（ただし、作業機械としてのみ使用されている工作用自動車に限り
ます。）
⑥　交通乗用具の火災
（＊）立入禁止の工事現場内、建設現場内、レーシング場のサーキット内、鉄道敷地内等で、かつ、一般には開放されていない状況にある場所で発生した事故は除きます。

●すべてのご契約に「条件付戦争危険等免責に関する一部修正特約」が自動的にセットされ、保険金をお支払いしない場合のうち「戦争、その他の変乱※、暴動」については、テロ
行為はお支払いの対象となります。テロ行為とは、政治的、社会的もしくは宗教・思想的な主義・主張を有する団体・個人またはこれと連帯するものがその主義・主張に関して行う暴
力的行動をいいます。

※印の用語のご説明
●「医師」とは、被保険者が医師である場合は、被保険者以外の医師をいいます。
●「治療」とは、医師が必要と認め、医師が行う治療をいいます。　　　●「自動車等」とは、自動車または原動機付自転車をいいます。
●「酒気帯び運転」とは、道路交通法第65条（酒気帯び運転等の禁止）第1項に定める酒気を帯びた状態で自動車等※を運転することをいいます。
●「競技等」とは、競技、競争、興行（＊１）または試運転（＊２）をいいます。また、競技場におけるフリー走行など競技等に準ずるものを含みます。
（＊１）いずれもそのための練習を含みます。（＊２）交通事故危険のみ補償特約の場合は訓練（自動車等※の運転資格を取得するための訓練を除きます。）を含みます。
●「ケガ」とは、急激かつ偶然な外来の事故によって身体に被った傷害をいいます。
「急激」とは、「事故が突発的で、傷害発生までの過程において時間的間隔がないこと」を意味します。
「偶然」とは、「保険事故の原因または結果の発生が被保険者にとって予知できない、被保険者の意思に基づかないこと」を意味します。
「外来」とは、「保険事故の原因が被保険者の身体外部からの作用によること、身体に内在する疾病要因の作用でないこと」を意味します。
「傷害」には、身体外部から有毒ガスまたは有毒物質を偶然かつ一時に吸入、吸収または摂取した場合に急激に生ずる中毒症状（＊）を含み、次のいずれかに該当するもの
を含みません。　①細菌性食中毒　②ウイルス性食中毒
（＊）継続的に吸入、吸収または摂取した結果生ずる中毒症状を除きます。
●「後遺障害」とは、治療※の効果が医学上期待できない状態であって、被保険者の身体に残された症状が将来においても回復できない機能の重大な障害に至ったものま
たは身体の一部の欠損をいいます。ただし、被保険者が症状を訴えている場合であっても、それを裏付けるに足りる医学的他覚所見※のないものを除きます。
●「頸（けい）部症候群」とは、いわゆる「むちうち症」をいいます。　　●「溺水」とは、水を吸引したことによる窒息をいいます。
●「誤嚥（えん）」とは、食物、吐物、唾液等が誤って気管内に入ることをいいます。
●「医学的他覚所見」とは、理学的検査、神経学的検査、臨床検査、画像検査等により認められる異常所見をいいます。
●「交通乗用具」とは、電車、自動車（スノーモービルを含みます。）、原動機付自転車、自転車、航空機、ヨット、モーターボート（水上オートバイを含みます。）、エレベータ
ー等、交通事故危険のみ補償特約に定められたものをいいます。
●「親族」とは、６親等内の血族、配偶者※および３親等内の姻族をいいます。
●「配偶者」とは、婚姻の相手方をいい、婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情（内縁関係）にある方を含みます。
●「未婚」とは、これまでに婚姻歴がないことをいいます。
●「その他変乱」とは、外国の武力行使、革命、政権奪取、内乱、武装反乱その他これらに類似の事変をいいます。

☆傷害補償
（標準型）特約

☆個人賠償責任
危険補償特約

【重要】保険金をお支払いする場合 【重要】保険金をお支払いできない場合
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